




 

  乳児期には閉塞型黄疽を呈する疾患が稀でないが,その鑑別診断は必ずしも

容易で無い。その代表的疾患は先天性胆道閉鎖症と新生児肝炎とであるが,特に

前者は従来極めて予後が悪く,救命し得るのは 10%以下であった。近年その手術

法,術後管理の改善により治癒率ほやや向上しつつあるが,更に多くの患者を救

う為には早期診断,早期手術(生後 60 日以内)が必須であることが明らかになっ

てきた。更に本症の治療は手術によって終るものではなく,術後も合併症により

死亡する例が極めて多いのでその管理が重要である。 

  一方,先天性胆道閉鎖症以外の胆汁うっ滞を来たす疾患で最も多い新生児肝

炎はその病因も不明であり,その治療法も確立されておらず,およそ 10%程度が

肝硬変その他不幸な転帰をとる。 

 以上のような現況より見て,これら疾患の早期診断法の開発と,管理基準の設

定が急務であり,次のごとき研究計画に従って研究を進めた。 


